
日本天文学会2023年秋季年会

V329a 超小型X線衛星NinjaSatに搭載するガス検出器の有感領域端の調査
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NinjaSat は 2023年 10月に打ち上げ予定の 6U (10 × 20 × 30 cm3) サイズ超小型X線天文衛星で、明るいX
線天体の長期モニターや突発天体の追観測、他波長望遠鏡との同時観測を主な目的としている。 観測帯域 2–50
keV の非撮像型ガスX線検出器 (Gas Multiplier Counter ; GMC) を 2台搭載しており、超小型衛星としては世
界最大となる ∼32 cm2 (6 keV) の有効面積を持つ。GMCの開口半径は 35 mmで、ガスチェンバー内部でX線
エネルギーに比例して生成した電荷をドリフト電場によって移動させ、半径 33.5 mmの電極を用いて読み出す。
検出器の有効面積は、天体のフラックスを求める際に必要な値である。有効面積は電極半径を元に計算してい

るが、実際には電極外側に入射したX線とガスの反応で発生した電子雲は拡散し、電場の歪みなどの影響で変則
的な軌道を辿りながら電極で検出される。そのため、電極外側領域の解析的な有効面積の算出は困難であった。
我々は 2022年 11月にKEK-PF BL-14Aで得た 6.4, 34, 35 keV の単色 X線を∼20 µm2に絞ってGMC地上待
機品に照射し、有感領域がどこまで広がっているかを調査した。その結果、有効面積は電極面積から計算される
値よりも最大で 7.9 % 大きいことがわかった。本講演では、NinjaSatの開発状況と、電極境界部分への X線照
射結果を用いた有効面積について報告する。


